
やんばる地域の国立公園を考えるシンポジウム 
企画案 

 
 
１．目的 
（１） 「やんばる地域の国立公園に関する基本的な考え方」の紹介 
（２）  やんばる地域が、将来自然資源を活用してどのような姿を目指していくのかを

考える（観光だけでなく地域の産業構造についても） 
 
２．主催（案） 
 環境省、沖縄県、国頭村、大宜味村、東村 
 
３．日時 
 平成２０年３月２９日（土） １４：００～１７：００ 
 
４．場所 
 ゆいゆい国頭 
 
５．内容 

第１部 話題提供 
○ 「やんばる地域の国立公園に関する基本的な考え方」について（環境省） 
○ 観光のトレンドとやんばる地域の資源について（玉沖仁美氏） 
 
休憩 スライドショー 
 
第２部 パネルディスカッション「やんばる地域の将来の姿について」 
○ 桜井国俊（コーディネーター） 
○ 玉沖仁美（観光） 
○ 久高将和（自然） 
○ 山川安雄（国頭ツーリズム協会代表理事） 
○ 検討中（大宜味村関係者） 
○ 検討中（東村関係者） 
 
※ 第２部は、地域の人が中心にやんばる地域の将来の姿を討論する場とし、それを

聴いてもらうことで、参加者にも自身の地域の問題であることを認識してもらう。 
  


